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第 20 回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会の代表選手選考会の開催について 
                             （ご案内） 

 
 

時下  ますます御清栄のことと御慶び申し上げます。 
平素より各道場指導者の先生方におかれましては、ジュニア強化に対し、多大な御理解と御

協力を賜り、厚く感謝申し上げます。 
  ９月に開催を予定されております全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会での優勝を目指して、

以下の要項により、代表選手選考会を開催いたしますので、御確認のほど宜しくお願い申し上

げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 20 回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会 代表選手選考会 
開 催 要 項 

１．日時 
令和 7 年 6 月 14 日（土） ９：３０～１６：３０ （９：００開館） 

            
２．場所 

湯来体育館 （広島市佐伯区湯来町大字白砂１２１５番地の１） 

 

３．選考会出場資格 
・令和７年度ジュニア強化指定選手 
・代表選手決定後、強化計画に則り参加する意思のある者 

 
４．出場大会 

第 20 回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会（広島県代表） 
令和 7 年 9 月 14 日 おおきにアリーナ舞洲 

５．試合方法及び注意事項 
 試合は全日本剣道連盟試合及び審判規則・審判細則ならびに本大会の申し合わせ事項に

よる。 
 試合方法は、予選をトーナメント方式、二次予選をリーグ方式により実施する。 
 出場者は紅白の目印を準備する。 
 マウスガードまたはマスクのどちらかを着用することとする。 

 
・予選トーナメント【午前】 

① 試合は３本勝負とし、試合時間は小学生 2 分、中学生 3 分 とする。時間内に勝敗が

決しない場合は、試合時間同様の 1 本勝負の延長戦を 3 回行う。それでも勝負が決し

ない場合は、深呼吸程度の休憩を行い、再び延長戦を 3 回繰り返す。それでも勝敗が

決しない場合は、５分程度の給水休憩を行い、再び延長戦を同様に行う。 
② 各予選トーナメントの一位になった選手で二次リーグを行う。 

・二次リーグ【午後】 
① 試合は３本勝負とし、試合時間は小学生２分、中学生３分とする。時間内に勝敗が決

しない場合は、試合時間同様の 1 本勝負の延長戦を 3 回行う。それでも勝負の決しな

い場合は引き分けとする。 
② 試合が連続する場合は、試合終了から３分間の休憩をいれる。 
③ リーグ順位はポイントによって決定する。勝ち 3 点、引き分け 1 点、負け 0 点とし、

ポイントが同数の場合は、取得本数の多いほうを上位とする。 
④ 勝者数、取得本数が同数の場合は、該当者のみによる順位決定戦を行う。順位決定 

戦は、１本勝負とし、試合時間は小学生２分、中学生３分とする。時間内に勝敗が決 
しない場合は、予選トーナメントと同様の延長戦を行い、勝敗を決することとする。 



 
６．試合順 
【小学生の部】 
 ○予選トーナメント１組〜８組の一位になった選手が二次リーグに進出し、８人の総当たり戦 

を行う。 
 

【中学生男子の部】 
 ○予選トーナメント１組〜６組の一位になった選手が二次リーグに進出し、６人の総当たり戦 

を行う。 
 

【中学生女子の部】 
 ○予選トーナメント１組〜５組の一位になった選手が二次リーグに進出し、５人の総当たり戦 

を行う。 
 
 
７．選手決定方法 

○選考会における二次リーグの上位から、代表選手を決定する。 
 ○小学生は、5 名を代表選手として決定し、補欠を 1 名、決定する。 
  中学生は、男子 3 名、女子 2 名を代表選手として決定し、補欠をそれぞれ 1 名ずつ決定する。 
     ただし、昨年と同様、第 20 回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会要項に、「補欠登録さ

れている選手は、大会当日選手変更を行い、選手として試合を行うことができる。」と記載さ

れていた場合は、補欠も代表選手の一人として登録できるため、大会に当日出場する場合が

ある。 

 ○代表選手決定後も大会に向けて精進することが大前提で、著しく強化への参加、取り組み等

が悪化した場合には、選手から外れることがある。 
 

 

８．選手決定後の強化 

選手となった者は、第 20回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会の広島県代表選手として

出場し、優勝を目指し、強化計画に則り参加すること。試合や稽古だけでなく、礼儀作法や

立ち振る舞いなど、あらゆる面において、広島県の代表選手としての自覚を持つこと。 

強化練習の予定については、後日連絡する。 

 

 

９．その他 

   組み合わせ・大会プログラムは、当日会場で QRコードを掲示する予定。 

  また、昼食休憩を取ることとする。 （１３：００～１３：４０頃） 


